
言
葉
プ
リ
ン
ト
① 

 
 

 
 

 
 

 
 

年 
 

 

組 
 

 
 

番 
 

氏
名 

 
一
類
義
語
・
対
義
語
・
多
義
語
を
理
解
し
よ
う
！ 

〈教
科
書p.61,62

〉〈ワ
ー
クp.29

〉 

 

１ 
次
の
（ 

 

）
に
適
す
る
言
葉
を
、
後
の
《 

 

》
か
ら
選
ん
で
書
こ
う
。 

①
「
端
」「
隅
」「（ 

 
 
 
 

）」
の
よ
う
に
、
似
た
意
味
を
も
つ
語
の
グ
ル
ー
プ
を
（ 

 
 
 
 

）
と

い
う
。 

②
「
上
」
と
「
下
」、「
表
」
と
「（ 

 
 
 

）」、「
貸
す
」
と
「（ 

 
 
 

）」
の
よ
う
に
、
意
味
が
反
対

の
関
係
や
対つ

い

の
関
係
に
あ
る
二
語
を
（ 

 
 
 
 

）
と
い
う
。 

③
「（ 

 
 
 

）」
と
い
う
語
に
は
、「
金
額
が
大
き
い
。」「
音
量
が
大
き
い
。
」「
他
の
も
の
よ
り
位
置
が
上

で
あ
る
。
」
な
ど
の
意
味
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
つ
の
語
で
多
く
の
意
味
や
用
法
を
も
つ
語
を

（ 
 
 
 
 

）
と
い
う
。 

 

《 

縁 

借
り
る 

裏  

高
い 

対
義
語 
多
義
語 

類
義
語 

》 

  

２ 

次
の

 

 

 

に
Ａ
・
Ｂ
の
語
を
そ
れ
ぞ
れ
入
れ
る
と
き
、
文
の
内
容
と
合
う
場
合
は

○
を
、
合
わ
な
い
場
合
は×

を
（ 

 

）
に
書
こ
う
。 

            

３ 

次
の
（ 

 

）
に
入
る
漢
字
を
後
の
《 
 

》
か
ら
選
び
、
対
義
語
を
作
ろ
う
。 

①
以
前

 

←→ 

以
（ 

 
 

） 
 

 

②
発
信

 

←→ 

（ 
 
 

）
信 

 
 

③
軽
視

 

←→ 

（ 
 

 

）
視 

④
悲
観

 

←→ 

（ 
 

 

）
観 

 
 

⑤
革
新

 

←→ 

保
（ 

 
 

） 
 
 

⑥
勝
利

 

←→ 

（ 
 

 

）
北 

⑦
許
可

 

←→ 

（ 
 

 

）
止 

 
 

⑧
困
難

 

←→ 

容
（ 

 
 

） 
 
 

⑨
具
体

 

←→ 

（ 
 

 

）
象 

  

《 

守 

重 

禁 

易 

抽 

後 

受 

楽 

敗 

》 

  

４ 
｢

う
ま
い
」
の
類
義
語
・
対
義
語
の
う
ち
、
次
の
指
示
に
当
て
は
ま
る
語
を
後
の
《 

 

》

か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
（ 

 

）
に
書
こ
う
。 

①
「
味
」
と
い
う
観
点
の
類
義
語 

 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

②
「
味
」
と
い
う
観
点
の
対
義
語 

 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

③
「
腕
前
」
と
い
う
観
点
の
類
義
語 

 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

④
「
腕
前
」
と
い
う
観
点
の
対
義
語 

 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

  

《 

上
手
だ 

お
い
し
い  

ま
ず
い  

下
手
だ 

》 

④ ③ ② ① 

イ

 

 

 

期
待
を
抱
く
。 

ア

 

 

 

色
の
花
び
ら
。 

イ
人
の
出
入
り
が 

 

 

。 

ア

 

 

 

現
実
を
直
視
す
る
。 

イ
川
の
水
が

 

 

 

。 

ア
時
が

 

 

 

。 

イ
蓋
を

 

 

 

。 

ア
本
を

 

 

 

。 

Ａ
あ
わ
い 

（ 
 
 

） 

Ａ
あ
わ
い 

（ 
 
 

） 

Ａ
厳
し
い
（ 

 
 

） 

Ａ
厳
し
い
（ 

 
 

） 

Ａ
流
れ
る
（ 

 
 

） 

Ａ
流
れ
る
（ 

 
 

） 

Ａ
閉
め
る
（ 

 
 

） 

Ａ
閉
め
る
（ 

 
 

） 

Ｂ
薄
い 

（ 
 
 

） 

Ｂ
薄
い 
（ 

 
 

） 

Ｂ
激
し
い
（ 

 
 

） 

Ｂ
激
し
い
（ 

 
 

） 
Ｂ
過
ぎ
る
（ 

 
 

） 
Ｂ
過
ぎ
る
（ 

 
 

） 

Ｂ
閉
じ
る
（ 

 
 

） 

Ｂ
閉
じ
る
（ 
 
 

） 

 



 

５ 

次
の
語
の
類
義
語
を
後
か
ら
選
び
、（ 

 

）
に
書
こ
う
。 

 
①
欠
点 

 

（ 
 
 
 
 

） 
 

 

②
改
善 

 

（ 
 
 
 
 

） 
 
 

③
永
遠 

 

（ 
 
 
 
 

） 

④
準
備 

 

（ 
 
 
 
 

） 
 

 

⑤
簡
単 

 

（ 
 
 
 
 

） 
 
 

⑥
著
名 

 

（ 
 
 
 
 

） 

⑦
気
質 

 
（ 

 
 
 
 

） 
 

 

⑧
協
調 

 

（ 
 
 
 
 

） 
 
 

⑨
任
務 

 

（ 
 
 
 
 

） 

⑩
音
信 

 

（ 
 
 
 
 

） 
 

 

⑪
駆
け
る 

（ 
 
 
 
 

） 
 
 

⑫
案
外 

 

（ 
 
 
 
 

） 

⑬
天
然 

 

（ 
 
 
 
 

） 
 

 

⑭
突
然 

 

（ 
 
 
 
 

） 
 
 

⑮
将
来 

 

（ 
 
 
 
 

） 

⑯
光
る 

 

（ 
 
 
 
 

） 
 

 

⑰
手
段 

 

（ 
 
 
 
 

） 
 
 

⑱
名
人 

 

（ 
 
 
 
 

） 

⑲
慣
れ
る 

（ 
 
 
 
 

） 
 

 

⑳
発
展 

 

（ 
 
 
 
 

） 

     

６ 

次
の
語
の
対
義
語
を
後
か
ら
選
び
、（ 

 

）
に
書
こ
う
。 

 

①
形
式 

 

（ 
 
 
 
 

） 
 

 

②
薄
い 

 

（ 
 
 
 
 

） 
 
 

③
平
和 

 

（ 
 
 
 
 

） 

④
生
産   

（ 
 
 
 
 

） 
 

 

⑤
横
断 

 

（ 
 
 
 
 

） 
 
 

⑥
明
る
い 

（ 
 
 
 
 

） 

⑦
個
人 

 

（ 
 
 
 
 

） 
 

 

⑧
解
散   

（ 
 
 
 
 

） 
 
 

⑨
過
去 

 

（ 
 
 
 
 

） 

⑩
原
因   

（ 
 
 
 
 

） 
 

 

⑪
信
じ
る 

（ 
 
 
 
 

） 
 
 

⑫
開
会 

 

（ 
 
 
 
 

） 

⑬
自
立   

（ 
 
 
 
 

） 
 

 

⑭
満
足 

 

（ 
 
 
 
 

） 
 
 

⑮
遠
い 

 

（ 
 
 
 
 

） 

⑯
就
寝 

 

（ 
 
 
 
 

） 
 

 

⑰
晴
天   

（ 
 
 
 
 

） 
 
 

⑱
弱
い 
 

（ 
 
 
 
 

） 

⑲
理
想 

 

（ 
 
 
 
 

） 
 

 

⑳
有
限   

（ 
 
 
 
 

） 

     

７ 

次
の
各
文
で
の 

 

線
の
言
葉
の
意
味
と
し
て
合
う
も
の
を
下
か
ら
選
び
、 

 
線
で

結
ぼ
う
。 

① 

ア 

手
と
手
を
握
る
。 

 
 

 
 

・ 
 
 
 

・
ａ 

方
法
や
手
段
。 

 
 

イ 

大
雨
が
行
く
手
を
は
ば
む
。 

・ 
 
 
 

・
ｂ 

方
向
や
方
面
。 

 
 

ウ 

部
屋
の
掃
除
に
手
を
貸
す
。 

・ 
 
 
 

・
ｃ 

手
首
か
ら
指
先
の
部
分
。 

 

②  

ア 

新
人
に
期
待
を
寄
せ
る
。   

・ 
 
 
 

・
ａ 

一
か
所
に
集
め
る
。 

 
 
  

イ 

椅
子
を
机
に
寄
せ
る
。 

 
 

・        

・
ｂ 

あ
る
物
の
そ
ば
に
近
づ
け
る
。 

 
 
  

ウ 

紙
く
ず
を
隅
に
寄
せ
る
。   

・        

・
ｃ 

人
や
物
に
対
し
て
あ
る
気
持
ち
を
も
つ
。 

 

③ 

ア 

靴
が
緩
い
。 

 
 
 
 
 

 

・        

・
ａ 

厳
し
く
な
い
。 

 
  

イ 

ル
ー
ル
が
緩
い
。 

       

・        

・
ｂ 

す
き
間
な
ど
が
あ
っ
て
し
ま
っ
て
い
な
い
。 

 
 
  

ウ 

川
の
流
れ
が
緩
い
。       

・        

・
ｃ 

勢
い
が
弱
い
。
ゆ
っ
く
り
し
て
い
る
。 

 

※
ワ
ー
クp.2
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の
問
題
に
取
り
組
ん
で
み
よ
う
！ 

 

意
外 

 

単
純 

 

達
人 

 
短
所 

 

な
じ
む 

進
展 

 

輝
く 

 

方
法 

 

未
来 

 

調
和 

 

改
良 

 

永
久 

 

用
意 

 

自
然 

 

性
格 

 

役
目 

 

消
息 

 

走
る 

 

不
意 

 

有
名 

 

近
い 

 

内
容 

 

依
存 

 

集
合 

 

暗
い 

 

起
床 

 

戦
争 
 

強
い 

 
集
団 

 

雨
天 

 

現
実 

 

未
来 

 

無
限 

 

縦
断 

 

消
費  

 

閉
会 

 

疑
う 

 

厚
い 

   

結
果  

  

不
満 



言
葉
プ
リ
ン
ト
① 

 

答
え 

 
 

 
 

 
 

年 
 

 

組 
 

 
 

番 
 

氏
名 

 
一
類
義
語
・
対
義
語
・
多
義
語
を
理
解
し
よ
う
！ 

〈教
科
書p.61,62

〉〈ワ
ー
クp.29

〉 

 

１ 
次
の
（ 

 

）
に
適
す
る
言
葉
を
、
後
の
《 

 

》
か
ら
選
ん
で
書
こ
う
。 

①
「
端
」「
隅
」「（ 

縁 

）」
の
よ
う
に
、
似
た
意
味
を
も
つ
語
の
グ
ル
ー
プ
を
（ 

類
義
語 

）
と
い
う
。 

②
「
上
」
と
「
下
」、「
表
」
と
「（ 

裏 

）」、「
貸
す
」
と
「
（ 

借
り
る 

）」
の
よ
う
に
、
意
味
が
反
対

の
関
係
や
対つ

い

の
関
係
に
あ
る
二
語
を
（ 

対
義
語 

）
と
い
う
。 

③
「（ 

高
い 

）」
と
い
う
語
に
は
、「
金
額
が
大
き
い
。」「
音
量
が
大
き
い
。
」「
他
の
も
の
よ
り
位
置
が
上

で
あ
る
。
」
な
ど
の
意
味
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
つ
の
語
で
多
く
の
意
味
や
用
法
を
も
つ
語
を

（ 
 

 

多
義
語 

 
 

）
と
い
う
。 

 

《 

縁 

借
り
る 

裏  

高
い 

対
義
語 

多
義
語 

類
義
語 

》 

  

２ 

次
の

 

 

 

に
Ａ
・
Ｂ
の
語
を
そ
れ
ぞ
れ
入
れ
る
と
き
、
文
の
内
容
と
合
う
場
合
は

○
を
、
合
わ
な
い
場
合
は×

を
（ 

 
）
に
書
こ
う
。 

            

３ 

次
の
（ 

 

）
に
入
る
漢
字
を
後
の
《 

 

》
か
ら
選
び
、
対
義
語
を
作
ろ
う
。 

①
以
前

 

←→ 

以
（ 

後 

） 
 

 

②
発
信

 

←→ 

（ 

受 

）
信 

 
 

③
軽
視

 

←→ 

（ 

重 

）
視 

④
悲
観

 

←→ 

（ 

楽 

）
観 

 
 

⑤
革
新

 

←→ 

保
（ 

守 

） 
 
 

⑥
勝
利

 

←→ 

（ 

敗 

）
北 

⑦
許
可

 

←→ 

（ 

禁 

）
止 

 
 

⑧
困
難

 

←→ 

容
（ 

易 

） 
 
 

⑨
具
体

 

←→ 

（ 

抽 

）
象 

  

《 

守 

重 

禁 

易 

抽 

後 

受 

楽 

敗 

》 

  

４ 
｢

う
ま
い
」
の
類
義
語
・
対
義
語
の
う
ち
、
次
の
指
示
に
当
て
は
ま
る
語
を
後
の
《 

 

》

か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
（ 

 

）
に
書
こ
う
。 

①
「
味
」
と
い
う
観
点
の
類
義
語 

 
 
 
 

（ 

お
い
し
い 

 
 

） 

②
「
味
」
と
い
う
観
点
の
対
義
語 

 
 
 
 

（ 

ま
ず
い 

 
 
 

） 

③
「
腕
前
」
と
い
う
観
点
の
類
義
語 

 
 
 

（ 

上
手
だ 

 
 
 

） 

④
「
腕
前
」
と
い
う
観
点
の
対
義
語 

 
 
 

（ 

下
手
だ 

 
 
 

） 

  

《 

上
手
だ 

お
い
し
い  

ま
ず
い  

下
手
だ 

》 

 

④ ③ ② ① 

イ

 

 

 

期
待
を
抱
く
。 

ア

 

 

 

色
の
花
び
ら
。 

イ
人
の
出
入
り
が 

 

 

。 

ア

 

 

 

現
実
を
直
視
す
る
。 

イ
川
の
水
が

 

 

 

。 

ア
時
が

 

 

 

。 

イ
蓋
を

 

 

 

。 

ア
本
を

 

 

 

。 

Ａ
あ
わ
い 

（ 

〇 

） 

Ａ
あ
わ
い 

（ 

〇 

） 

Ａ
厳
し
い
（ 

×
 

） 

Ａ
厳
し
い
（ 

〇 

） 

Ａ
流
れ
る
（ 

〇 

） 

Ａ
流
れ
る
（ 

〇 
） 

Ａ
閉
め
る
（ 
〇 

） 

Ａ
閉
め
る
（ 

×
 

） 

Ｂ
薄
い 
（ 

×
 

） 

Ｂ
薄
い 

（ 

〇 

） 

Ｂ
激
し
い
（ 

〇 

） 
Ｂ
激
し
い
（ 

×
 

） 
Ｂ
過
ぎ
る
（ 

×
 

） 

Ｂ
過
ぎ
る
（ 

〇 

） 

Ｂ
閉
じ
る
（ 

〇 

） 

Ｂ
閉
じ
る
（ 

〇 

） 

 



 

５ 

次
の
語
の
類
義
語
を
後
か
ら
選
び
、（ 

 

）
に
書
こ
う
。 

 
①
欠
点 

 

（ 

短
所 

 

） 
 

 

②
改
善 

 

（ 

改
良 

 

） 
 
 

③
永
遠 

 

（ 

永
久 

 

） 

④
準
備 

 

（ 

用
意 

 

） 
 

 

⑤
簡
単 

 

（ 

単
純 

 

） 
 
 

⑥
著
名 

 

（ 

有
名 

 

） 

⑦
気
質 

 
（ 

性
格 

 

） 
 

 

⑧
協
調 

 

（ 

調
和 

 

） 
 
 

⑨
任
務 

 

（ 

役
目 

 

） 

⑩
音
信 

 

（ 
消
息 

 

） 
 

 

⑪
駆
け
る 

（ 

走
る 

 

） 
 
 

⑫
案
外 

 

（ 

意
外 

 

） 

⑬
天
然 

 

（ 

自
然 

 

） 
 

 

⑭
突
然 

 

（ 

不
意 

 

） 
 
 

⑮
将
来 

 

（ 

未
来 

 

） 

⑯
光
る 

 

（ 

輝
く 

 
） 

 
 

⑰
手
段 

 

（ 

方
法 

 

） 
 
 

⑱
名
人 

 

（ 

達
人 

 

） 

⑲
慣
れ
る 

（ 

な
じ
む 
） 

 
 

⑳
発
展 

 

（ 

進
展 

 

） 

     

６ 

次
の
語
の
対
義
語
を
後
か
ら
選
び
、（ 

 

）
に
書
こ
う
。 

 

①
形
式 

 

（ 

内
容 

 

） 
 

 

②
薄
い 

 

（ 
改
良 

 

） 
 
 

③
平
和 

 

（ 

戦
争 

 

） 

④
生
産   

（ 

消
費 

 

） 
 

 

⑤
横
断 

 

（ 

縦
断 

 

） 
 
 

⑥
明
る
い 

（ 

暗
い 

 

） 

⑦
個
人 

 

（ 

集
団 

 

） 
 

 

⑧
解
散   

（ 

集
合 

 
） 

 
 

⑨
過
去 

 

（ 

未
来 
 

） 

⑩
原
因   

（ 

結
果 

 

） 
 

 

⑪
信
じ
る 

（ 

疑
う 

 

） 
 
 

⑫
開
会 

 

（ 

閉
会 

 

） 

⑬
自
立   

（ 

依
存 

 

） 
 

 

⑭
満
足 

 

（ 

不
満 

 

） 
 
 

⑮
遠
い 

 

（ 

近
い 

 

） 

⑯
就
寝 

 

（ 

起
床 

 

） 
 

 

⑰
晴
天   

（ 

雨
天 

 

） 
 
 

⑱
弱
い 
 

（ 

強
い 

 

） 

⑲
理
想 

 

（ 

現
実 

 

） 
 

 

⑳
有
限   

（ 

無
限 

 

） 

     

７ 

次
の
各
文
で
の 

 

線
の
言
葉
の
意
味
と
し
て
合
う
も
の
を
下
か
ら
選
び
、 

 
線
で

結
ぼ
う
。 

① 

ア 

手
と
手
を
握
る
。 

 
 

 
 

・ 
 
 
 

・
ａ 

方
法
や
手
段
。 

 
 

イ 

大
雨
が
行
く
手
を
は
ば
む
。 

・ 
 
 
 

・
ｂ 

方
向
や
方
面
。 

 
 

ウ 

部
屋
の
掃
除
に
手
を
貸
す
。 

・ 
 
 
 

・
ｃ 

手
首
か
ら
指
先
の
部
分
。 

 

②  

ア 

新
人
に
期
待
を
寄
せ
る
。   

・ 
 
 
 

・
ａ 

一
か
所
に
集
め
る
。 

 
 
  

イ 

椅
子
を
机
に
寄
せ
る
。 

 
 

・        

・
ｂ 

あ
る
物
の
そ
ば
に
近
づ
け
る
。 

 
 
  

ウ 

紙
く
ず
を
隅
に
寄
せ
る
。   

・        

・
ｃ 

人
や
物
に
対
し
て
あ
る
気
持
ち
を
も
つ
。 

 

③ 

ア 

靴
が
緩
い
。 

 
 
 
 
 

 

・        

・
ａ 

厳
し
く
な
い
。 

 
  

イ 

ル
ー
ル
が
緩
い
。 

       

・        

・
ｂ 

す
き
間
な
ど
が
あ
っ
て
し
ま
っ
て
い
な
い
。 

 
 
  

ウ 

川
の
流
れ
が
緩
い
。       

・        

・
ｃ 

勢
い
が
弱
い
。
ゆ
っ
く
り
し
て
い
る
。 

 

※
ワ
ー
クp.2
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の
問
題
に
取
り
組
ん
で
み
よ
う
！ 

 

意
外 

 

単
純 

 

達
人 

 
短
所 

 

な
じ
む 

進
展 

 

輝
く 

 

方
法 

 

未
来 

 

調
和 

 

改
良 

 

永
久 

 

用
意 

 

自
然 

 

性
格 

 

役
目 

 

消
息 

 

走
る 

 

不
意 

 

有
名 

 

近
い 

 

内
容 

 

依
存 

 

集
合 

 

暗
い 

 

起
床 

 

戦
争 
 

強
い 

 
集
団 

 

雨
天 

 

現
実 

 

未
来 

 

無
限 

 

縦
断 

 

消
費  

 

閉
会 

 

疑
う 

 

厚
い 

   

結
果  

  

不
満 



言
葉
プ
リ
ン
ト
② 

 
 

 
 

 
 

 
 

年 
 

 

組 
 

 
 

番 
 

氏
名 

二 

敬
語
を
理
解
し
よ
う
！ 

〈教
科
書p.12

5

～127

〉〈ワ
ー
クp.74,75

〉 

 

１ 
教
科
書
を
読
み
、
敬
語
の
種
類
に
つ
い
て
、
次
の
（ 

 

）
に
適
す
る
言
葉
を
書
こ
う
。 

 

①
「
…
…
ま
す
」「
…
…
で
す
」
の
よ
う
に
、
話
し
手
（
書
き
手
）
が
聞
き
手
（
読
み
手
）
に
対
し
て
敬
意
を

表
す
敬
語
を
（ 

 
 
 
 
 

）
と
い
う
。 

②
「
お
話
し
に
な
る
」「
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
の
よ
う
に
、
話
題
の
中
の
動
作
・
行
為
を
す
る
人
に
対
し
て
敬
意

を
表
す
敬
語
を
（ 

 
 
 
 
 

）
と
い
う
。 

③
「
ご
案
内
す
る
」
「
い
た
だ
く
」
の
よ
う
に
、
動
作
・
行
為
が
向
か
う
先
に
対
し
て
敬
意
を
表
す
敬
語
を

（ 
 
 
 
 
 

）
と
い
う
。 

 
 ２ 

次
の 

 

線
の
敬
語
は
、
丁
寧
語
・
尊
敬
語
・
謙
譲
語
の
う
ち
の
ど
れ
だ
ろ
う
か
。（ 

 

）

に
書
こ
う
。 

 

①
青
木
先
生
が
私
の
描
い
た
絵
を
ご
覧
に
な
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 
 

 
 
 

） 

②
集
合
時
間
は
午
前
十
時
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

（ 
 

 
 
 
 

 
 

） 

③
鈴
木
先
生
の
お
写
真
を
拝
見
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 
 

 
 
 

 
 
 

） 

④
田
中
先
生
が
窓
を
お
開
け
に
な
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 
 

 
 
 
 
 
 

） 

⑤
上
田
さ
ん
を
食
事
に
お
誘
い
す
る
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 
 

 
 
 
 
 
 

） 

  

３ 

次
の
表
は
尊
敬
語
と
謙
譲
語
を
示
し
た
一
覧
で
あ
る
。（ 
）
に
は
後
の
《 

》
か
ら
言

葉
を
選
び
、〈 

〉
に
は
「
お
」
か
「
ご
」
を
、【 

】
に
は
後
の
［ 
］
か
ら
漢
字
を
選

ん
で
書
こ
う
。 

                 《 

い
た
だ
く 

 

お
っ
し
ゃ
る 

 

お
い
で
に
な
る 

 

く
だ
さ
る 

 

召
し
あ
が
る 

 
 

申
す
・
申
し
あ
げ
る 

 

い
ら
っ
し
ゃ
る 

》［ 

弊 
 

 

貴 
 
 

芳 
 
 

拙 

］ 

特定の形に変化する動詞 動
詞
全
般
に

使
え
る
形 

 

動
詞
の
場
合 

思
う 

知
る 

聞
く 

も
ら
う 

く
れ
る 

す
る 

食
べ
る 

見
る 

話
す 

言
う 

い
る 

来
る 

行
く 

   （ 
 
 
 
 
 

  

） 

な
さ
る 

（ 
 
 
 
 
 

  

） 

ご
覧
に
な
る 

（ 
 
 
 
 
 

  

） 

（ 
 
 
 
 
 

 

） 

（ 
 
 
 
 
 

 

） 

～
れ
る
・
ら
れ
る 

お
（
ご
）
～
に
な
る 

尊
敬
語 

存
じ
る 

伺
う
・
承
る 

い
た
だ
く 

 

い
た
す 

（ 
 
 
 
 
 

  

） 

拝
見
す
る 

（ 
 
 
 
 
 

  

） 

お
る 

参
る
・
伺
う 

お
（
ご
）
～
す
る 

謙
譲
語 

                

        

特
定
の
名
詞

に
付
く
形 

名
詞
全
般
に

付
く
形 

名
詞
の
場
合 

        

・
尊
父 

・
【 

 
 
 

】
校 

・
御
社 

・
【 

 
 

】
名 

・
〈 

 
  

〉意
見 

・
〈 

 
  

〉手
紙 

(

先
生
か
ら
の) 

尊
敬
語 

        

・
粗
品 

・【 
 

 

】
著 

・【 
 

 

】
社 

・
愚
見 

・〈 
   

〉意
見 

・〈 
   

〉手
紙 

(

先
生
へ
の) 

謙
譲
語 

 



 

４ 

次
の 

 

線
の
言
葉
を
、
適
切
な
敬
語
に
直
し
て
（ 

 

）
に
書
こ
う
。 

 
①
今
日
、
母
の
友
人
が
遠
方
か
ら
来
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

②
僕
は
中
学
生
だ
。                       

 
 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

） 

③
小
林
さ
ん
は
よ
く
旅
行
の
お
土
産
を
く
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

④
木
村
先
生
は
お
水
を
飲
ん
だ
。                        

 
 

（ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑤
「
お
じ
い
さ
ん
、
お
荷
物
を
持
と
う
か
。」                  

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

⑥
授
業
で
、
貴
重
な
お
話
を
聞
い
た
。     

               
   

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑦
今
日
、
私
は
山
田
さ
ん
の
ご
自
宅
に
行
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

） 

⑧
知
人
の
家
で
、
昼
食
を
食
べ
ま
し
た
。                 

   

（ 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

 

） 

⑨
会
食
に
多
く
の
お
客
様
を
よ
び
ま
す
。                

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

⑩
た
ま
た
ま
、
あ
な
た
の
父
と
お
会
い
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

（ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

  

５ 

次
の
そ
れ
ぞ
れ
の
文
を
【
例
】
の
よ
う
に
、
敬
語
を
用
い
て
適
切
な
文
に
改
め
よ
う
。 

 【
例
】
佐
藤
さ
ん
、
何
を
食
べ
ま
す
か
。 

 

→  

佐
藤
さ
ん
、
何
を
召
し
あ
が
り
ま
す
か
。 

 

①
お
客
様
の
要
望
に
応
え
ま
す
。 

 

→
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

②
先
生
は
、
明
日
、
何
時
に
自
宅
を
出
発
し
、
何
時
に
戻
り
ま
す
か
。 

 

→
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 

③
先
生
は
、
私
の
お
じ
い
さ
ん
に
、「
世
話
に
な
っ
た
。」
と
言
い
ま
し
た
。 

 

→
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

  

６ 

次
の
文
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
適
切
で
な
い
部
分
が
あ
る
。【
例
】
の
よ
う
に
、
適
切
な
文
に

改
め
よ
う
。 

 【
例
】
伊
藤
先
生
は
私
の
絵
を
拝
見
し
た
。 

 

→ 

伊
藤
先
生
は
私
の
絵
を
ご
覧
に
な
っ
た
。 

 

①
私
と
妹
は
、
先
生
か
ら
も
ら
っ
た
お
菓
子
を
お
食
べ
に
な
っ
た
。 

 

→
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 

②
私
の
お
母
さ
ん
は
、
五
時
に
は
公
民
館
へ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

→
（ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
  

③
先
生
に
お
聞
き
な
さ
り
た
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
昼
休
み
、
職
員
室
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

→
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

） 

   

※
ワ
ー
クp.7

4
,7

5

の
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
み
よ
う
！ 

 



言
葉
プ
リ
ン
ト
② 

 
 

答
え 

 
 

 
 

 

年 
 

 

組 
 

 
 

番 
 

氏
名 

二 

敬
語
を
理
解
し
よ
う
！ 

〈教
科
書p.125

～127

〉〈ワ
ー
クp.74,75

〉 

 

１ 
教
科
書
を
読
み
、
敬
語
の
種
類
に
つ
い
て
、
次
の
（ 

 

）
に
適
す
る
言
葉
を
書
こ
う
。 

 

①
「
…
…
ま
す
」「
…
…
で
す
」
の
よ
う
に
、
話
し
手
（
書
き
手
）
が
聞
き
手
（
読
み
手
）
に
対
し
て
敬
意
を

表
す
敬
語
を
（ 

丁
寧
語 

）
と
い
う
。 

②
「
お
話
し
に
な
る
」「
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
の
よ
う
に
、
話
題
の
中
の
動
作
・
行
為
を
す
る
人
に
対
し
て
敬
意

を
表
す
敬
語
を
（ 
尊
敬
語 

）
と
い
う
。 

③
「
ご
案
内
す
る
」
「
い
た
だ
く
」
の
よ
う
に
、
動
作
・
行
為
が
向
か
う
先
に
対
し
て
敬
意
を
表
す
敬
語
を

（ 
 

謙
譲
語 

 

）
と
い
う
。 

 
 ２ 

次
の 

 

線
の
敬
語
は
、
丁
寧
語
・
尊
敬
語
・
謙
譲
語
の
う
ち
の
ど
れ
だ
ろ
う
か
。（ 

 

）

に
書
こ
う
。 

 

①
青
木
先
生
が
私
の
描
い
た
絵
を
ご
覧
に
な
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 

尊
敬
語 

 

） 

②
集
合
時
間
は
午
前
十
時
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（ 
 

丁
寧
語 

 

） 

③
鈴
木
先
生
の
お
写
真
を
拝
見
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 
 

謙
譲
語 
 

） 

④
田
中
先
生
が
窓
を
お
開
け
に
な
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 
 

尊
敬
語 

 

） 

⑤
上
田
さ
ん
を
食
事
に
お
誘
い
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 
 

謙
譲
語 

 

） 

  

３ 

次
の
表
は
尊
敬
語
と
謙
譲
語
を
示
し
た
一
覧
で
あ
る
。（ 
）
に
は
後
の
《 

》
か
ら
言

葉
を
選
び
、〈 

〉
に
は
「
お
」
か
「
ご
」
を
、【 

】
に
は
後
の
［ 
］
か
ら
漢
字
を
選

ん
で
書
こ
う
。 

                 《 

い
た
だ
く 

 

お
っ
し
ゃ
る 

 

お
い
で
に
な
る 

 

く
だ
さ
る 

 

召
し
あ
が
る 

 
 

申
す
・
申
し
あ
げ
る 

 

い
ら
っ
し
ゃ
る 

》［ 

弊 
 

 

貴 
 
 

芳 
 
 

拙 

］ 

特定の形に変化する動詞 動
詞
全
般
に

使
え
る
形 

 

動
詞
の
場
合 

思
う 

知
る 

聞
く 

も
ら
う 

く
れ
る 

す
る 

食
べ
る 

見
る 

話
す 

言
う 

い
る 

来
る 

行
く 

   

く
だ
さ
る 

な
さ
る 

召
し
あ
が
る 

ご
覧
に
な
る 

 

お
っ
し
ゃ
る 

い
ら
っ
し
ゃ
っ
る 

お
い
で
に
な
る 

～
れ
る
・
ら
れ
る 

お
（
ご
）
～
に
な
る 

尊
敬
語 

存
じ
る 

伺
う
・
承
る 

い
た
だ
く 

 

い
た
す 

い
た
だ
く 

拝
見
す
る 

申
す
・
申
し
あ
げ
る 

お
る 

参
る
・
伺
う 

お
（
ご
）
～
す
る 

謙
譲
語 

                

        

特
定
の
名
詞

に
付
く
形 

名
詞
全
般
に

付
く
形 

名
詞
の
場
合 

        

・
尊
父 

・
【 

貴 
 

】
校 

・
御
社 

・
【 

芳 
 

】
名 

・〈  

ご 

〉意
見 

・〈  

お 

〉手
紙 

(

先
生
か
ら
の) 

尊
敬
語 

        

・
粗
品 

・【 

拙 

】
著 

・【 

弊 

】
社 

・
愚
見 

・〈  
ご 

〉意
見 

・〈  

お 

〉手
紙 

(

先
生
へ
の) 

謙
譲
語 

 



 

４ 

次
の 

 

線
の
言
葉
を
、
適
切
な
敬
語
に
直
し
て
（ 

 

）
に
書
こ
う
。 

 
①
今
日
、
母
の
友
人
が
遠
方
か
ら
来
る
。 

 
 

（ 

い
ら
っ
し
ゃ
る(

お
い
で
に
な
る
・
お
こ
し
に
な
る) 

） 

②
僕
は
中
学
生
だ
。                       

 
 
 
 
 
 
 

（ 
 
 

で
す 

 
 
 
 
 
 
 

 

） 

③
小
林
さ
ん
は
よ
く
旅
行
の
お
土
産
を
く
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

（ 
 
 

く
だ
さ
る 

 
 
 

 
 

 

） 

④
木
村
先
生
は
お
水
を
飲
ん
だ
。                        

 
 

（ 
 
 

召
し
あ
が
っ
た 

 
 
 

） 

⑤
「
お
じ
い
さ
ん
、
お
荷
物
を
持
と
う
か
。」               

 
 

（ 
 
 

お
持
ち
し
ま
し
ょ
う
か 

） 

⑥
授
業
で
、
貴
重
な
お
話
を
聞
い
た
。                     

  

（ 
 
 

伺
っ
た 

 
 
 
 
 
 

） 

⑦
今
日
、
私
は
山
田
さ
ん
の
ご
自
宅
に
行
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

（ 
 

参
り
ま
す(

伺
い
ま
す) 

 

） 

⑧
知
人
の
家
で
、
昼
食
を
食
べ
ま
し
た
。                 

   

（ 
 
 

い
た
だ
き
ま
す 

 
 

 
 

） 

⑨
会
食
に
多
く
の
お
客
様
を
よ
び
ま
す
。                

 
 

（ 
 
 

お
よ
び
し
ま
す 

 
 
 

） 

⑩
た
ま
た
ま
、
あ
な
た
の
父
と
お
会
い
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

（ 
 
 

尊
父 

 
 
 
 
 
 
 

） 

  

５ 

次
の
そ
れ
ぞ
れ
の
文
を
【
例
】
の
よ
う
に
、
敬
語
を
用
い
て
適
切
な
文
に
改
め
よ
う
。 

 【
例
】
佐
藤
さ
ん
、
何
を
食
べ
ま
す
か
。 

 

→  

佐
藤
さ
ん
、
何
を
召
し
あ
が
り
ま
す
か
。 

 

①
お
客
様
の
要
望
に
応
え
ま
す
。 

 

→
（ 

お
客
様
の
ご
要
望
に
お
応
え
し
ま
す
。 

） 

②
先
生
は
、
明
日
、
何
時
に
自
宅
を
出
発
し
、
何
時
に
戻
り
ま
す
か
。 

 

→
（ 

先
生
は
、
明
日
、
何
時
に
ご
自
宅
を
ご
出
発
な
さ
り
、
何
時
に
お
戻
り
ま
す
か
。 

） 
 

③
先
生
は
、
私
の
お
じ
い
さ
ん
に
、「
世
話
に
な
っ
た
。」
と
言
い
ま
し
た
。 

 

→
（ 

先
生
は
、
私
の
祖
父
に
、「
お
世
話
に
な
し
ま
し
た
。
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

） 

  

６ 

次
の
文
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
適
切
で
な
い
部
分
が
あ
る
。【
例
】
の
よ
う
に
、
適
切
な
文
に

改
め
よ
う
。 

 【
例
】
伊
藤
先
生
は
私
の
絵
を
拝
見
し
た
。 

 

→ 

伊
藤
先
生
は
私
の
絵
を
ご
覧
に
な
っ
た
。 

 

①
私
と
妹
は
、
先
生
か
ら
も
ら
っ
た
お
菓
子
を
お
食
べ
に
な
っ
た
。 

 

→
（ 

私
と
妹
は
、
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
お
菓
子
を
食
べ
た
。 

） 
 

②
私
の
お
母
さ
ん
は
、
五
時
に
は
公
民
館
へ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

→
（ 

私
の
母
は
、
五
時
に
は
公
民
館
へ
参
り(

伺
い)

ま
す
。 

） 
  

③
先
生
に
お
聞
き
な
さ
り
た
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
昼
休
み
、
職
員
室
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

→
（ 

先
生
に
お
聞
き
し
た
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
昼
休
み
、
職
員
室
に
参
り(

伺
い)

ま
す
。 

） 

   

※
ワ
ー
クp.7

4
,7

5

の
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
み
よ
う
！ 



言
葉
プ
リ
ン
ト
③ 

 
 

 
 

 
 

 
 

年 
 

 

組 
 

 
 

番 
 

氏
名 

三 

方
言
と
共
通
語
に
つ
い
て
学
習
し
よ
う
！ 

〈教
科
書p.216,217

〉〈ワ
ー
クp.133

〉 

 

・
方
言
と
共
通
語 

①
語
句
・
表
現
、
文
法
、
発
音
な
ど
に
、
地
域
ご
と
の
特
色
が
表
れ
た
言
葉
を
（ 

 
 
 
 
 

）
と
い
う
。 

②
日
本
全
国
、
ど
の
地
域
の
人
に
も
通
用
す
る
言
葉
を
（ 

 
 
 
 
 
 
 

）
と
い
う
。 

 

問 

次
の
方
言(

金
沢
弁)
を
共
通
語
に
直
し
て
み
よ
う
。 

①
あ
い
そ
ん
な
い 

( 
 
 
 
 
 
 

)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥
ち
ゃ
べ 

 
 
(
 
 
 
 
 
 
 

) 

②
い
じ
っ
か
し
い 

( 
 
 
 
 
 
 

)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑦
は
が
い
し
い 

(
 
 
 
 
 
 
 

) 

③
か
た
が
る 

 
 

( 
 
 
 
 
 
 

)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑧
や
っ
き
ね
ー 

(
 
 
 
 
 
 
 

) 

④
ご
た
む
く 

 
 

( 
 
 
 
 
 
 

)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑨
も
の
い 

 
 
(
 
 
 
 
 
 
 

) 

⑤
だ
ち
ゃ
か
ん 

 
( 

 
 
 
 
 
 

)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑩
い
っ
て
ら
っ
し(

 
 
 
 
 
 
 

) 

  

〇
右
の
問
い
の
よ
う
に
、
あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
地
域
で
使
わ
れ
て
い
る
方
言
を
振
り
返
り
、

方
言
に
よ
る
語
句
や
表
現
を
で
き
る
だ
け
挙
げ
て
み
よ
う
！ 

         

〇
あ
な
た
の
興
味
の
あ
る
方
言
を
、
本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
、
あ
な
た
の
住
ん
で

い
る
地
域
で
使
わ
れ
て
い
る
方
言
や
共
通
語
と
比
較
し
て
み
よ
う
！ 

 

○
調
べ
た
方
言
…
…
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
地
方
の
方
言 

○
あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
地
域
で
使
わ
れ
て
い
る
方
言
や
共
通
語
と
の
比
較 

        

※
ワ
ー
クp.1

3
3

の
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
み
よ
う
！ 

  



言
葉
プ
リ
ン
ト
③ 

 
 

答
え 

 
 

 
 

 

年 
 

 

組 
 

 
 

番 
 

氏
名 

三 

方
言
と
共
通
語
に
つ
い
て
学
習
し
よ
う
！ 

〈教
科
書p.216,217

〉〈ワ
ー
クp.133

〉 

 

・
方
言
と
共
通
語 

①
語
句
・
表
現
、
文
法
、
発
音
な
ど
に
、
地
域
ご
と
の
特
色
が
表
れ
た
言
葉
を
（ 

 

方
言 

 

）
と
い
う
。 

②
日
本
全
国
、
ど
の
地
域
の
人
に
も
通
用
す
る
言
葉
を
（ 

共
通
語 

 

）
と
い
う
。 

 

問 

次
の
方
言(

金
沢
弁)
を
共
通
語
に
直
し
て
み
よ
う
。 

①
あ
い
そ
ん
な
い 

( 

つ
ま
ら
な
い
、
さ
び
し
い 

) 
 

 

⑥
ち
ゃ
べ 

 
 

( 

お
し
ゃ
べ
り 

) 

②
い
じ
っ
か
し
い 

( 

う
っ
と
お
し
い
、
う
る
さ
い 

) 
 

⑦
は
が
い
し
い 

( 

悔
し
い 

 
 
) 

③
か
た
が
る 

 
 

( 

傾
く 

 
) 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

⑧
や
っ
き
ね
ー 

( 

や
る
気
が
な
い) 

④
ご
た
む
く 

 
 

( 

理
屈
を
言
う
、
文
句
を
言
う 

) 
 

⑨
も
の
い 

(

体
が
だ
る
い
、
具
合
が
悪
い) 

⑤
だ
ち
ゃ
か
ん 

 
( 

だ
め
だ 

 
 

)
 
 
 
 
 
 
 
 

⑩
い
っ
て
ら
っ
し(

い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い) 

  

〇
右
の
問
い
の
よ
う
に
、
あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
地
域
で
使
わ
れ
て
い
る
方
言
を
振
り
返
り
、

方
言
に
よ
る
語
句
や
表
現
を
で
き
る
だ
け
挙
げ
て
み
よ
う
！ 

         

〇
あ
な
た
の
興
味
の
あ
る
方
言
を
、
本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
、
あ
な
た
の
住
ん
で

い
る
地
域
で
使
わ
れ
て
い
る
方
言
や
共
通
語
と
比
較
し
て
み
よ
う
！ 

 

○
調
べ
た
方
言
…
…
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
地
方
の
方
言 

○
あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
地
域
で
使
わ
れ
て
い
る
方
言
や
共
通
語
と
の
比
較 

        

※
ワ
ー
クp.1

3
3

の
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
み
よ
う
！ 

  


